
№ 平成26年度第2期講座 講　座 手法 講座の概要
・ 被災者支援の業務の流れを説明できる
・ 被災者支援において果たすべき機能を説明できる
・ 被災者支援の担い手について説明できる
・ 被災者支援の場について説明できる
・ 生活再建支援の全体像について説明できる
・ 法律の主旨を説明できる
・ 対象範囲を説明できる
・ 適用条件を説明できる
・ 災害救助の種類と手続きの概要を説明できる
・ 生活再建支援の種類と手続きの概要を説明できる
・ 避難所／避難場所にそなえるべき機能を説明できる
・ 衣食住に係る支援を説明できる
・ 医職趣に係る支援を説明できる
・ 情報提供に係る支援を説明できる
・ 福祉避難所／避難スペースを説明できる
・ 自衛隊による被災者支援を説明できる
・ 警察による被災者支援を説明できる
・ 消防団、民生・児童委員による被災者支援を説明できる
・ ボランティアによる被災者支援を説明できる
・ 災害時要援護者支援を説明できる
・ 避難所・福祉避難所の指定をためす
・ 避難所の開設をためす
・ 避難所の空間設計をためす
・ 避難所運営に係る支援をためす
・ 避難所解消に係る支援をためす
・ 医療・福祉・教育施設における避難を説明できる
・ 旅館・ホテルにおける避難を説明できる
・ 在宅避難に必要な支援を説明できる
・ 医療・保健・福祉資源による支援を説明できる
・ 障がい者の避難実態を説明できる

⑦復旧復興 ・ 用地確保から仮設住宅確保までを説明できる
・ 入居受付から仮設住宅解消までを説明できる
・ 住居確保、入居、解消までを説明できる
・ 施設における緊急的な入所を説明できる
・ 血縁、社会縁における仮住まいを説明できる
・ 被災者における医療支援の必要性を説明できる
・ DMATによる被災者支援を説明できる
・ 救護所における被災者支援を説明できる
・ 避難所における被災者支援を説明できる
・ こころのケアを説明できる
・ 避難後の孤立解消の実際を説明できる
・ 遺体処理の実際を説明できる
・ 帰宅困難者対策を説明できる
・ 広域避難の実際を説明できる
・ 生活再建の実際を説明できる
・ 与えられたシナリオにおける被災者の状況を理解できる
・ 被災者のニーズを理解できる
・ ニーズにこたえるために必要な支援業務をあげることができる
・ 優先して取り組むべき業務を選択できる
・ それらの過程について、議論ができる

10 全体討論 全体討論 演 机上にて支援業務を計画する

8 被災者生活再建支援 医療による被災者支援 座 医療による被災者支援を学ぶ

9 災害救助法の運用 被災者支援の個別課題 座 被災者支援の個別課題を学ぶ

6

要配慮者対応
ワークショップ

避難所以外の避難生活 座 施設避難、在宅避難を学ぶ

7 仮設住宅のライサイクル 座
仮説住宅と借り上げ仮設住宅のライフサイク
ル、他の仮住まい形態を学ぶ

5 医療活動 避難所のライフサイクル 演 避難所のライフサイクルを体験する

2 避難収容 災害救助法と生活再建支援法 座
災害救助法と生活再建支援法の位置づけ、被災
者支援のための災害救助法と生活再建支援を学
ぶ

3

避難所運営
ワークショップ

避難生活の支援 座 避難生活の支援が果たすべき機能を学ぶ

4 多様な主体による被災者支援 座 専門職能における被災者支援を学ぶ

⑥「被災者支援」コースの講座の見直し
学　　習　　目　　標

1 災害救助法 被災者支援の全体像 座 被災者支援の全体像を学ぶ

維持

統合

統合

統合

維持

→孤立化・遺体処理・帰宅困難・広域避難

新規

新規

→民生支援

→救護所

→被災者生活再建支援

新規

→在宅支援

統合

統合

統合

新規
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